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辺野古・大浦湾の5,300種以上の生物のうち、約1,300種は分類されてい
ない生物であり、その多くは新種の可能性があるというのは本当ですか。

Q22

A
　本当です。約1,300種のうち、種が同定されると多くは新種の可能性があります。

　平成18年（2006年）からの10年間で、エビやカニ、ハゼなどの新種計26種が相次いで
発見されていることが平成28年（2016年）６月に報道され、同年７月には、100年以上ぶ
りにダルマスナギンチャク属の新種が発見されたことが報道されており、貴重な生物の存
在が次々と明らかになっています。埋立工事の施工範囲は、臨時制限区域となっており調
査ができませんが、まだ発見されていない生物が生息している可能性も十分にあります。

　国はそれらを学術的に調査することもなく、またそれらを保護する一切の措置を施すこ
となく工事を行っています。

　膨大な新種生物群が絶滅する危機に瀕し、貴重な生物資源が地球上から永遠に失われ
ようとしているのです。

琉球新報（平成28年6月19日掲載）

■施設全体イメージ （写真：国土地理院）

海上ヤード（ケーソン置き場）
製作済のケーソン（防波堤や岸壁に使用
する鉄筋コンクリートの箱）を置く目的で
設置されます。面積は約3ヘクタール。埋
立工事竣工後に撤去する事になっていま
すが、土台については生態系への影響を
考慮し撤去するかの判断をする事になっ
ています。

燃料桟橋

航 空 機 用 の 燃 料 を運 搬 するタンカー
（109m）が接岸できます。

※普天間飛行場にはない機能です。

護岸（係船機能付）

全長約272mの護岸で、183.5mの船舶の
利用が予定されています。

※普天間飛行場にはない機能です。

弾薬搭載エリア（約16,000㎡）

航空機に弾薬を搭載したり降ろしたりする
場所です。代替施設には辺野古弾薬庫が
隣接しており、キャンプ・シュワブ訓練場に
は廃弾処理施設があります。

※普天間飛行場にはない機能です。

①飛行場支援施設

②エンジンテストセル

③洗機場

④汚水処理浄化槽

⑤消火訓練施設

⑥格納庫（8棟程度）

⑦駐機場（約240,000㎡）

⑧給油エリア

⑨燃料施設

埋立土砂の採取区域
200万立方メートルの土砂を採
取。ここには美謝川集落関連遺跡
群があり、琉球王朝時代の街道

（宿道）などが確認されています。

進入灯（約420ｍ）

辺野古弾薬庫

進入灯（約780ｍ）

作業ヤード
この作業ヤードは、ブロックの製作及
び仮置きをする目的で計画されてい
ます。その面積は7ヘクタール（そのう
ち埋め立てるのが5ヘクタール）とな
り、松田の浜、前の浜、ハーリー会場は
工事により消滅することになります。

長さ
:約
1,8
00ｍ長さ
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